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本日は、日本橋オペラ歌劇『３人のピント』にご来場いただき、誠にありがとうございます。
　この作品はカール・マリア・フォン・ウェーバーの未完のオペラを、若きグスタフ・
マーラーが補筆・完成させたことで知られています。これまで日本はもちろん、アジ
アでも上演されたことがない幻のオペラでした。もう 5、6 年前になりますが、この作
品を「日本初演のオペラシリーズ」の候補として発見したときの興奮は忘れられませ
ん。ウェーバーはドイツ国民歌劇の祖といわれる大変尊敬される作曲家で、ワーグ
ナー少年が彼の『魔弾の射手』を観て、作曲家を志したことは知られています。そして、
マーラーは交響曲の作曲家として、世界で絶大な人気を誇っています。この時代を超
えた 2 人の偉大な作曲家による夢のコラボレーションを、なんとしても日本の観客に
お届けしたいと強く思いました。上演に向けては、長い時間をかけて楽譜を研究し、多
数の音の間違いや印刷ミスを修正するなど、入念な準備と練習を重ねて、本日やっと
皆さまの前で披露する運びとなりました。なお、当会で校正したヴォーカル譜は、
IMSLP（ペトルッチ楽譜ライブラリー）で公開する予定です。今後、世界で『３人のピン
ト』が上演される際の定本となるはずです。この作品がこれまで上演されなかった最
大の理由は、歌われるドイツ語の分量の多さです。あの『第九』の 10 倍以上にもなり、
歌手にとって大きな負担となります。アメリカで上演される際には、英語訳で歌われ
るほどです。なお、作品のあらすじと解説は後ろのページをご覧ください。
　さて東京の某オーケストラが、自らの業界を「衰退産業」と広告して話題となりま
した。オペラ業界も決して他人事ではありません。ここ数年、日本の経済力低下や少
子化に加え、TikTok に代表される短時間のエンタテインメントが主流になったこと
で、長い時間かけて鑑賞したり練習したりするクラシック音楽が敬遠されがちな傾
向を感じています。しかし、オペラを含むクラシック音楽の価値は、数百年という時
を経ても色褪せることのない普遍性にあると信じています。ほとんどの企業が 10 年
先の未来を読むことに苦心している中、100 年後も変わらぬ価値を持ち続ける芸術
の力、芸術的発想こそ、未来の日本の発展の礎となるのではないでしょうか。私たち
は、時代の変化を敏感に感じ取りながらも、時代に流されることなく、その波に乗り、
オペラを私たち自身と世界のために、未来へとつなげていきたいと願っています。
　次回の日本橋オペラは、来年 5 月 31 日（日）日本橋劇場にて、ワーグナー『リング
抜粋』を上演する予定です。前置きが長くなりましたが、本日は心ゆくまで『3 人の
ピント』の世界をお楽しみいただけましたら幸いです。

ご挨拶

福田祥子
日本橋オペラ研究会（中央区社会教育団体）会長

一般社団法人日本橋オペラ研究会理事長

大阪音楽大学ピアノ科卒業。大阪芸術大学大学院声楽専攻修了。東京二期会オペラ研修所本科
首席修了、優秀賞受賞。これまで、神々の黄昏、トリスタンとイゾルデ、アイーダ、椿姫、オテッロ、蝶々
夫人、トゥーランドット、トスカ、オネーギンなど 30 作品以上に主役級の配役で出演。『圧倒的にして
鮮烈な歌声と存在感。生まれながらのブリュンヒルデ』（音楽現代）『輝かしい高音』（音楽の友）と批
評を受ける。本格的ワーグナーソプラノでありながら、ヴェルディ、プッチーニといったイタリアオペラま
で、広範囲のレパートリーを有する、日本人としては稀有の存在。ウィーンとバイエルンの両国立歌劇
場で研修を受け、スタラ・ザゴラ国立歌劇場（ブルガリア）などに度々出演、絶賛されている。また、
世界中でリサイタルやオーケストラと共演をしている。近年では、日本橋オペラ「日本初演のオペラ」
シリーズに、主役・演出家・製作者として参画、学術的にも高く評価されている。さらに国際声楽コ
ンクールの審査員、また「お母さんコーラス全国大会」の選考委員をつとめるなど、活躍の場を広げ
ている。東京二期会、関西二期会各会員。一般社団法人日本橋オペラ研究会理事長。

福田祥子 （Shoko Fukuda） 演出・ソプラノ／クラリッサ役 

青森県出身。武蔵野音楽大学卒業。オーストリア政府奨学生。カラヤン、チェリビ
ダッケなどの巨匠に師事。モーツァルテウム音楽大学指揮科最優秀卒業。同大学
講師・常任指揮者をつとめる。1979 年カラヤン国際指揮者コンクール入賞。
1982 年東洋人として初めてザルツブルク国際モーツァルト週間で指揮「心から
自然でしなやか、新鮮なモーツァルト指揮者」と絶賛され、国際モーツァルテウム
財団よりパウムガルトナーメダルを授与される。1984 年ベルリン・ドイツ響を

指揮してドイツデビュー。帰国後、日本各地のオーケストラや合唱を指揮。また NHK-FM 等の
パーソナリティ、タモリの音楽は世界だ！等の音楽番組制作、映像・CD・WEB制作、AI特許など、
マルチなタレントで活躍。世界初のモバイルによる健康管理サイト「ルナルナ」の創始者でもある。
（株）マエストロ代表取締役。日本橋オペラ常任指揮者。一社）日本橋オペラ研究会理事。

佐々木 修 （Osamu Sasaki）／指揮

一般社団法人日本橋オペラ研究会顧問

馬渕明子氏：美術史家、日本女子大学名誉教授、ジャポニスム学会会長。これまで、国立西洋美術館館長、

独立行政法人国立美術館理事長、文化審議会委員、日本女子サッカーリーグ理事長などを歴任

田隅靖子氏：ピアニスト、京都市立芸術大学名誉教授、元京都コンサートホール館長、京都府文化賞特別功労賞受賞

髙松富二子氏：国際ソロプチミスト宝塚会長、髙松コンストラクショングループ取締役名誉会長髙松孝之氏夫人

岡田恭芳氏：医師、医学博士、医療法人愛育会理事長、聖マリアンナ医科大学臨床教授

シュテファン・メラー氏：ピアニスト・指揮者、前ウィーン国立音楽大学教授。ウィーン国際ピアニスト協会会長

木村 啓氏：弁護士、ニューヨーク州弁護士、弁護士法人第一法律事務所パートナー

1994年生まれ。埼玉県立浦和高等学校卒業後、東京藝術大学楽理科を経て同大学
大学院ソルフェージュ科を修了。2歳からヤマハ音楽教室で学び、6歳から作曲を
始める。現在は歌手の伴奏をメインに全国各地で演奏活動を行う。室内楽ではこれ
までに元ミュンヘンフィルハーモニー管弦楽団コンサートマスター、ローレンツ・
ナストゥリカ氏、NHK交響楽団のメンバーらと共演を重ねる。テレビ朝日《題名の

ない音楽会》を始めとする TV・ラジオにピアニストとして多数出演。これまで作編曲&ピアノで
参加したCDの多くがメジャーレーベルから発売されており、2022年にはNHKラジオ深夜便の
歌として自身が作曲、小椋佳が作詞した林部智史「花に約束」が選ばれる。

追川礼章 （Ayatoshi Oikawa）／ピアノ



ジョン・ハオ／鍾皓（Zhong Hao）バス／ドン・パンタレオーネ役

寺田功治 （Koji Terada）バリトン／アンブロジオ役
東京音楽大学声楽演奏家コース卒業後、英国ギルドホール音楽演劇学校大学
院修士課程オペラコース修了。ネザーランド・オペラ・スタジオ修了。小澤
征爾音楽塾やサイトウ・キネン・フェスティバルに出演。ウェックスフォード・
フェスティバル・オペラではプッツ《サイレント・ナイト》英国中佐役など
で出演した。近年は小林研一郎指揮《第九》のソリストを務め、本年もコバ
ケンとその仲間たちオーケストラ、日本フィルとの共演が予定されている。
第 11 回コンセール・マロニエ 21 第 1 位、第７回エレーナ・オブラスツォワ
国際声楽コンクール 第 3 位、第 85 回日本音楽コンクール第 2 位ほか国内外
のコンクールで多くの賞を授受している。

村上敏明 （Toshiaki Murakami） テノール／ドン・ゴメス役 
国立音楽大学声楽学科卒業。文化庁在外研修員等の奨学金を得て、2001 年から
2007 年までイタリアに留学。イタリアオペラを中心に 70 役以上の幅広い
レパートリーを有し、新国立劇場・藤原歌劇団や、イタリアの劇場･フェスティ
ヴァル等で、国際的に活躍している。15 の国際声楽コンクールで優勝または
上位入賞。国内でも 2004 年に、第 40 回日伊声楽コンコルソ第 1 位、第 35 回
イタリア声楽コンコルソ･シエナ大賞受賞。2012 年より 12 年連続で NHK
ニューイヤーオペラコンサートに出演。第 16 回五島記念文化賞オペラ新人賞
受賞。2025 年 4 月より東京二期会会員。八王子コミュニティオペラ芸術監督。
人気実力ともに日本を代表するテノール歌手として、活躍を続けている。

国立音楽大学卒業。新国立劇場オペラ研修所修了。文化庁海外研修員としてロン
ドンへ留学。その後、オランダ国立オペラアカデミー修了。『ドン・ジョヴァンニ』
レポレッロで欧州デビューを飾る。2012 年パシフィック・ミュージック・フェ
スティバルに合格し、指揮者ファビオ・ルイージと共演。これまで、『フィガロの
結婚』フィガロ、『カルメン』エスカミーリョ、『アルジェのイタリア女』ムスタファ
等数々のオペラに出演し、いずれも高い評価を得ている。バロックから現代音楽
まで幅広いジャンル、言語のレパートリーを持ち、オランダ・コンセルトヘボウ
でのコンサートに出演。「第九」「メサイヤ」等のソリストもつとめる。昭和音楽大
学非常勤講師。二期会会員。

東京藝術大学声楽科卒業。‘07 年 M. グリエルミ声楽講習会にて最優秀賞授与。
‘07 年より第 1回、第 2回国際プッチーニマラソンに日本人代表で出演。‘08 年よ
り渡伊を繰り返す。‘12 年グッビオの劇場でスタンディングオベーションを浴び
る。‘09 年ベッリーニ「ノルマ」のノルマ役でデビュー、その後ヴェルディやプッ
チーニ、ベリズモ様式のオペラでのタイトルロールやプリマソプラノを務め、演
劇経験からくる演技力、表現力は国内外で高く評価され、イタリアでは東洋人と
は思えないエモーションがあると評価された。'21 年 R. シュトラウス「4 つの最
後の歌」のソリストを務めた。イル･テアトロ音楽院副代表、藤原歌劇団正団員。

埼玉県出身。法政大学法学部卒業。社会人を経て声楽を学び始める。日本オペ
ラ振興会オペラ歌手育成部修了。第 3 回バーゼル国際声楽コンクール入選。
第 3 回東京国際管弦声楽コンクール奨励賞。2021 年「サンドリヨン」精霊Ⅲ
役でオペラデビュー。その他「フィガロの結婚」伯爵夫人役・スザンナ役・ケ
ルビーノ役、「道化師」ネッダ役、「ヘンゼルとグレーテル」グレーテル役、「人
の声」女役、「子供と呪文」子供役、「電話」ルーシー役、「チェネレントラ」クロ
リンダ役、「カルメン」フラスキータ役、「魔笛」パパゲーナ役等に出演。藤原
歌劇団団員、日本オペラ協会会員。https://ishiiyoko.jimdofree.com

大阪府交野市出身。北海道大学教養学部水産系中退、東京藝術大学音楽学部声楽科
バス専攻卒業。シベリウスとドイツ歌曲、ガンバ大阪を愛する。存在感ある歌唱と演
技で舞台には欠かせない。『ニュルンベルクのマイスタージンガー』( 演奏会形式 )ハ
ンス・ザックス役、『ラインの黄金』ヴォータン役等で喝采を浴びる。今年 12 月『助け
て、助けて、宇宙人がやってくる』トニー、来年 1月『サロメ』カッパドキア人と第 1
のナザレ人、4月『ザ・芸者』フェアファックス大尉役を演じる。NHK ラジオ高校音
楽 1『魔笛』でパパゲーノ役を歌唱。2019 年より郷里での演奏を展開、その他、音楽
鑑賞教室等精力的に活動している。豊島オペラ協会会長、日本シベリウス協会会員。

島根県出身。国立音楽大学首席卒業。卒業時に矢田部賞受賞。東京藝術大学大学
院修了。15 年東京二期会オペラ『魔笛』( 宮本亞門演出 ) タミーノ役にて二期
会オペラデビュー。以後、日生劇場および東京芸術劇場『ドン・ジョヴァンニ』
ドン・オッターヴィオ、日生劇場『セヴィリアの理髪師』アルマヴィーヴァ伯
爵、『後宮からの逃走』ベルモンテ、二期会『メリー・ウィドー』カミーユ、『こう
もり』アルフレード、東京・春・音楽祭『トリスタンとイゾルデ』若い水夫の声、
新国立劇場『椿姫』ガストン子爵役等、多数のプロダクションに出演。「第九」
「メサイア」「天地創造」、モーツァルト「レクイエム」、ロッシーニ「スターバト・
マーテル」等のソロも務める。二期会会員。

後藤春馬 （Kazuma Goto）バス ／ドン・ピント役

金山京介 （Kyosuke Kanayama）テノール／ドン・ガストン役

中国沈陽出身。東京藝術大学大学院オペラ専攻修士課程終了。藝大創立
120 周年記念オペラ公演「ラ・ボエーム」のコッリーネ役で日本における
オペラデビュー。これまでドン・カルロ、セビリアの理髪師、フィガロの結婚、
魔笛、トゥーランドット、アイーダ、マクベス、トスカ、リゴレットなどで、
重要な役を演じた。二期会創立 60 周年記念ナブッコ（ザッカーリア役）に
出演、高く評価された。第38回イタリア声楽コンクール・シエナ部門第1位、
シエナ大賞受賞。2008 年首相官邸で開催された中国胡錦濤国家主席を迎え
ての晩餐会で日本と中国の歌を披露。東京音楽大学非常勤講師、洗足学園
音楽大学非常勤講師。東京二期会会員。

沼田真由子 （Mayuko Numata)ソプラノ／アンサンブル

熊本県出身。武蔵野音楽大学、同大学院修了。ドコモ奨学金授与。『ホフマン物

語』オランピア、『魔笛』パミーナ、『カルメン』ミカエラ、『ロメオとジュリエッ

ト』ジュリエット他、宗教曲のソリスト、二期会サロンコンサート等に出演。

二期会 BLOC“Liebeslieder” 、ロシア歌曲研究会所属。二期会会員。

髙橋香織 （Kaori Takahashi)ソプラノ／アンサンブル

秋田県出身。国立音楽大学演奏学科声楽専修卒業。東京音楽大学大学院修士

課程声楽専攻独唱研究領域修了。第 18 回秋田県青少年音楽コンクール声楽

部門 大学・一般の部で金賞・最優秀賞・部門グランプリ受賞。東京二期会

オペラ研修所マスタークラス修了。二期会会員。

室越海希（Miki Murokoshi)ソプラノ／アンサンブル

武蔵野音楽大学大学院音楽研究科修士課程修了。 2022 年、第 2 回栃木県新人

音楽家演奏会出演。同年坂東玉三郎特別招聘教授による特別講座にて和装所作

の講義を受講。フランス大使主催コンサートに出演。2024 年、日本奏楽音楽コン

クール声楽部門第 3 位受賞。田中明美、田口久仁子、田口宗明の各氏に師事。

星田裕治（Yuji Hoshida）バリトン ／居酒屋の主人役 & アンサンブル

石井揚子（Yoko Ishii） ソプラノ ／ イネス役

山畑晴子（Haruko Yamahata） ソプラノ ／ ラウラ役



種子島史時（ Fumitoki Tanegashima） テノール ／アンサンブル

神奈川県出身。桐朋学園芸術短期大学音楽専攻声楽専修卒業。声楽を小野弘晴

氏に師事。第 32 回全日本 Jr. クラシックコンクール大学生の部全国大会入選。

オペラでは「カルメン」（レメンダード）「ノルマ（フラーヴィオ）」「仮面舞踏会

（判事、召使）」「トゥーランドット（パン）」等に出演。

澤村楽人 （Gakuto Sawamura) テノール／アンサンブル

岩手県盛岡市出身。国立音楽大学卒業。武蔵野音楽大学大学院修士課程修了。武蔵野

音楽大学研修員、洗足学園音楽大学演奏補助要員を経て、劇団四季演目契約メン

バーとなる。マリアセレンが団長を務めるモンドパラレッロ歌劇団団員。能・日舞・

狂言など日本の伝統芸能と、西洋音楽を融合させた舞台を創る活動をしている。

中野智貴 （Tomoki Nakano) テノール／アンサンブル

東京音楽大学卒業、同大学大学院修了。東京二期会オペラ研修所第 62 期マス

タークラス修了。イタリア、ローマ・サンタ・チェチーリア音楽院サマーアカ

デミーに参加。これまでに「ボエーム」ロドルフォ、「カヴァレリア・ルスティカー

ナ」トゥリッドゥなどを演じたほか、日本橋オペラ研究会では、「アイーダ」伝令、

「トスカ」スポレッタのほかアンサンブルとして出演。東京二期会会員。

川ノ上 聡 （So Kawanoue）バス／アンサンブル

鹿児島県出身。国立音楽大学声楽学科卒業。二期会オペラ研修所修了。平野忠彦

氏に師事。これまでオペラでは『フィガロの結婚』フィガロ役、『コジ・ファン・トゥッテ』

グリエルモ役、『こうもり』フランク役などに出演。またミュージカルにも出演している。

喜劇から悲劇まで役を細かく演じる歌声と芝居に好評を得ている。

駒田敦嗣（Atsushi Komada) バリトン／アンサンブル

愛知県立芸術大学卒業。2024 年《椿姫》ドゥフォール男爵でキャストデビュー。

その後《コジ・ファン・トゥッテ》ドン・アルフォンソ、《ラ・ボエーム》ベノア／アルチ

ンドロ、《椿姫》グランヴィル、《セヴィリアの理髪師》ドン・バジリオの各役で出演。

「狛犬ジロー」の名義で SNS での動画配信も精力的に行なっている。

髙田泰史（Yasufumi Takada) バス・バリトン／アンサンブル

2024 年第 6 回日本奏楽コンクールアマチュア部門第 3 位入賞。2025 年武蔵

野音楽大学別科入学、ドイツリートを中心に学習中。田口宗明氏に師事。

永池 星（Akari Nagachi) ソプラノ／アンサンブル

神奈川県立弥栄高等学校芸術科音楽専攻、東京音楽大学声楽専攻（声楽演奏

家コース）卒業。同大学院音楽研究科声楽専攻独唱研究領域修士課程在修了。

学部卒業時に声楽部会卒業試験優秀者演奏会に選出。大学院オペラ「ヘンゼル

とグレーテル」でヘンゼルを演じる。第 93 回横浜新人演奏会出演。

森澤かおり（Kaori Morisawa)ソプラノ／アンサンブル

東京音楽大学卒業後ディプロマ取得。「ドン・ジョヴァンニ」エルヴィラ、「フィカロ

の結婚」伯爵夫人、「カルメン」ミカエラ、「トゥーランドット 」リュー、「ランメルモー

ルのルチア」「ラ・ボエーム」「仮面舞踏会」「道化師」「椿姫」「トロヴァトーレ」

「蝶々夫人」「トスカ」主要役等様々な分野で活躍。二期会準会員。

源本かのん（Kanon Minamoto)メゾ・ソプラノ／アンサンブル

東京都出身。桐朋学園大学音楽学部附属子供のための音楽教室にて 12 歳から

声楽を始める。桐朋女子高等学校音楽科を卒業後、2025 年 3 月に桐朋学園大学

音楽学部音楽学科声楽専攻を卒業。

梅野杏珠（Anju Umeno)メゾ・ソプラノ／アンサンブル

東京都出身。2 月 17 日生まれ。桐朋学園大学卒業。卒業時に佐々木成子賞を受

賞。桐朋学園大学成績優秀者による声楽コンサート、卒業演奏会に出演。現在は

桐朋学園大学大学院音楽研究科音楽専攻修士課程声楽コース歌曲研究分野の

1 年に在籍中。

渡辺愛理（Airi Watanabe)ソプラノ／アンサンブル

国立音楽大学声楽専修卒業、昭和音楽大学大学院修士課程（オペラ）修了。

日本オペラ振興会第 42 期修了。「フィガロの結婚」伯爵夫人などに出演。矢田部

一弘、柴山昌宣各氏に師事。和歌山イオン de Opera など全国で活動。藤原

歌劇団準団員、日本オペラ協会準会員。

窪 瑶子（Yoko Kubo) メゾ・ソプラノ／アンサンブル

日本大学芸術学部卒業。東京音楽大学大学院修了。第 57 期二期会オペラ研修所修了。

スペイン音楽国際講習会にスペイン政府の奨学金を得て参加。第 48 回新潟県音楽

コンクール声楽部門最優秀賞。山形交響楽団とソリストとして共演。劇団東俳、各音楽

教室で後進の指導にあたる。二期会スペイン音楽研究会会員。二期会準会員。



歌劇『３人のピント』 あらすじ：第一幕
　舞台はスペインのサラマンカとマドリードの中間にある、ペニャランダ村の居酒屋。学
生たちがドン・ガストンの送別会を開いている。学生たちは青春を謳歌し、明るい未来
を夢見て杯を重ねる。ガストンはマドリードで優しい心の娘を見つけようと「ポラッカ」を
歌う。しかし居酒屋の勘定書を見てびっくり！調子よくおごった結果、ガストンは無一文
になる。そこに居酒屋の美人の娘イネスが姿を現し「ネコのロマンツェ」が歌われる。ガ
ストンは早速イネスを口説きにかかるが、軽くあしらわれる。そこへ、このオペラのタイト
ルロールである、野暮ったい田舎貴族ドン・ピントが登場する。実は、彼の父とクラリッ
サの父親ドン・パンタレオーネは旧友であり、ふたりの結婚はすでに親同士のあいだで
取り決められていた。そしてピントはこの日、その結婚のためマドリードに向う途中だっ
た。ガストンは田舎者のピントに、都会的な恋愛術＝騎士道的な求愛の作法だと偽っ
て、従者のアンブロジオを花嫁役に仕立て、わざと滑稽な求愛の作法を教える。上機嫌
のピントはお礼に皆に食事をおごるが、満腹で酔っ払ったピントは寝込んでしまう。その
隙にガストンは、ピントの父がパンタレオーネに宛てた紹介状を上着から抜き取る。この
手紙を持って一足早くマドリードに到着して、ピントになりすまそうという計画だった。
第二幕
　マドリードのドン・パンタレオーネの屋敷。召使や使用人とともに、娘のクラリッサや女
中のラウラも集まっている。主人のパンタレオーネは、今日にも到着するピントがクラリッ
サの婿になると伝えるが、ドン・ゴメスという恋人がいるクラリッサは、父親の話に絶望
する。そんなことは気にかけないパンタレオーネは祝宴の準備を命じる。クラリッサはラ
ウラに、恋人のゴメスがご法度の決闘を行ったことで、彼を父親に紹介できないことを嘆
き。また、昔クラリッサの父親がピントの父親フォンセカの世話になり、謝金のカタに結婚
を約束した事情が語られる。ラウラは「最も純粋な幸福は、誠実な愛」と励ます。クラ
リッサは「どんな運命であっても愛する人を手放さない」と長大なアリアを歌う。ここ
で、ラウラに連れられてドン・ゴメスが現れる。恋人同士の二人は、愛を再確認し「愛・
希望・信頼をもって美しい日々を見つめよう」と美しい二重唱を歌う。そこに「お父様
が来るわ、早く！」と叫びながら、ラウラがあわてて駆け込んでの三重唱となる。
第三幕 
ドン・パンタレオーネの屋敷の大広間。ラウラは召使たちと結婚式の飾り付けに忙しい。そ
こにピントになりすましたガストンが、アンブロジオを従えてやって来る。ここで、ラウラを
口説くアンブロジオ、男の甘い言葉には気をつけてとガストン、軽くいなすラウラの３人に
よる「カノン」が歌われる。続いてアンブロジオが「ふられた時の保険に、複数の恋人がい
た方がいい」と独自の女性観を歌う。そこにゴメスが現れる。ゴメスはガストンをピントだ
と思い込み、両者険悪な雰囲気になるが、ゴメスがクラリッサへの純愛を美しいメロ
ディーで告白すると、ガストンはあっさり「それだったらゴメスとクラリッサが結婚したらい
い」と譲る。そして自分はピントになりすましたガストンだと告白し、ピントの父親からの
手紙をゴメスに渡し、今度はゴメスがピントになりすまして、クラリッサとどさくさ紛れに
結婚したらいいと計画を進める。パンタレオーネの召使たちが現れ、ガストンとゴメスを
見比べながら、どちらがクラリッサの婿なのかと戸惑う。続いて、パンタレオーネが着飾っ
たクラリッサを連れて広間に入場する。ゴメスは、例のピントの父親からの手紙をパンタ
レオーネに見せるので、彼はすっかりゴメスをピントと思い込む。結婚の祝宴が始まったと
ころに、はたして本物のピントが現れ大騒動となる。ピントはクラリッサに対して、居酒屋
でガストンから教わった滑稽な求愛の作法をぎこちなく披露し、一同は大嘲笑。誰も場
違いなピントを本物の婿だとは信じない。するとピントはガストンを見つけて、ガストン
がこの悪芝居の張本人だと怒るが、逆にガストンから決闘を迫られ、皆から袋叩きにあ
い、逃げ出す。騒動がひと段落したところで、ガストンはパンタレオーネに、逃げた彼が本
物のピントだと明かし、ガストンとゴメスは自分の名を名乗る。パンタレオーネは呆れ果て
て怒るが、ガストンの機転と説得、そしてなによりクラリッサの幸せそうな様子に心を動
かされ、ついにゴメスとの結婚を認める。こうして物語は愉快な大団円で幕となる。

歌劇『三人のピント』は、C.M.v.ウェーバー（1786-1826）が未完のまま遺したオペラを、若き日の
G.マーラー（1860-1911）が補筆・完成させた作品です。初演は1888年、ウェーバーの没後すで
に60年以上が経過していました。補筆作業に関しては、ウェーバーによる7曲分のスケッチが存在
し、残りの13曲は、彼の他の遺稿を含む作品群から主題を探し出し、それに基づいてマーラーが新
たに作曲しました。なお『三人のピント』のスコアには、コミック・オペラ（喜歌劇）と書かれています。
しかし『こうもり』に代表されるオペレッタ（喜歌劇）は19世紀中頃に登場した形式ということで、
ウェーバーの時代とは異なるため、『三人のピント』はドイツでは「オペラ」に分類されます。『魔笛』
や『魔弾の射手』と同列の、喜劇的なジングシュピール（セリフを伴う音楽劇）とご理解ください。

第1幕　◆第1番 （男声合唱、ガストン、アンブロジオ）
舞台はスペイン、ペニャランダ村の居酒屋。序曲はなく、マーラーの作曲による短い序奏に続いて、
居酒屋での卒業パーティーを描いた活気ある男声合唱で幕を開けます。この「乾杯の歌」は、ウェー
バーが1812年にベルリンの男声合唱団のために作曲した『試合の饗宴』Op.68に基づきます。
◆第2番　ロンド・ア・ラ・ポラッカ （ガストン）
ガストンが、自らの軽妙な女性観を陽気に歌い上げる、3拍子の優雅なポーランド風ロンドです。
1809年にウェーバーが弟のフリドリンのために、ハイドンのテーマに基づき作曲しました。
◆第3番　小三重唱 （ガストン、アンブロジオ、居酒屋の主人）
ドイツ民謡に基づいてウェーバーが1818年に作曲した『ああ、なんと輝いていることか、月があ
んなに明るく』op. 64/7で、マーラーがピントの歌詞を載せました。
◆第4番　恋に落ちた雄猫マンソールのロマンス（イネス）
戯曲『グラナダの夜の野営地』のために、ウェーバーが1818年に作曲した歌曲で、オリジナルは
ギター伴奏です。猫の鳴き声を模した表情記号や対旋律にはマーラーの個性が現れています。
◆第5番　二人のセギディーリャ（ガストン、イネス）
ウェーバーのスケッチに基づいています。スペイン南部の舞曲「セギディーリャ」を模したこの
デュエットは、スペインが舞台である本作の地域色を表現しています。
◆第6番　三重唱 （ガストン、アンブロジオ、ピント）
ついに主人公ピントが登場。ガストンが田舎貴族のピントに「貴族のマナー」を教える、このオペラ
の中核ともいえる場面です。冒頭の旋律と三重唱はウェーバーのスケッチによりますが、展開部以降
はマーラーの創意が際立ちます。ここでは大胆な和声進行や不協和音が用いられ、さらにマーラー
は、なんとモーツァルト『魔笛』の「パミーナのアリア」の旋律を、ほぼ原形のまま引用します。プログラ
ムの表紙に楽譜を掲載しました。深い悲しみを歌うパミーナの旋律を、滑稽な変装シーンで用いる
この発想は、マーラーの哲学的精神の表れであり、「悲劇と喜劇の裏表性」というニーチェ的思想を
28歳の青年が体現した場面として、極めて示唆的です。これはこの作品の世界初の学説です！
◆第7番　フィナーレ
イネスと民衆の合唱が加わり、上機嫌のピントが酔いつぶれる中、ガストンがピントの胸から紹
介状を抜き取る場面。ピントだけが取り残され、他の登場人物全員が一体となるという、オペラ
全体の構図が象徴的に示されます。音楽的には大部分がウェーバーによるものですが、途中で
マーラーの交響曲第1番の旋律が顔を出し、レチタティーヴォも彼の手によるものと考えられます。

◆第２幕への前奏曲～今宵限りの追川バージョンをお楽しみください。

◆第２幕　第８番　導入とアンサンブル （パンタレオーネ、クラリッサ、ラウラ、使用人たち）
ウェーバーらしい明るく快活な合唱に続いて、館の主人パンタレオーネが登場します。彼のテーマ
は強調されたリズムによる音階の下降進行と7度の跳躍が特徴です。後半の合唱もまた、ウェー
バーならではの軽快なスタイルで、『魔弾の射手』第１幕の導入合唱との類似性も指摘されます。



歌劇『３人のピント』 あらすじ：第一幕
　舞台はスペインのサラマンカとマドリードの中間にある、ペニャランダ村の居酒屋。学
生たちがドン・ガストンの送別会を開いている。学生たちは青春を謳歌し、明るい未来
を夢見て杯を重ねる。ガストンはマドリードで優しい心の娘を見つけようと「ポラッカ」を
歌う。しかし居酒屋の勘定書を見てびっくり！調子よくおごった結果、ガストンは無一文
になる。そこに居酒屋の美人の娘イネスが姿を現し「ネコのロマンツェ」が歌われる。ガ
ストンは早速イネスを口説きにかかるが、軽くあしらわれる。そこへ、このオペラのタイト
ルロールである、野暮ったい田舎貴族ドン・ピントが登場する。実は、彼の父とクラリッ
サの父親ドン・パンタレオーネは旧友であり、ふたりの結婚はすでに親同士のあいだで
取り決められていた。そしてピントはこの日、その結婚のためマドリードに向う途中だっ
た。ガストンは田舎者のピントに、都会的な恋愛術＝騎士道的な求愛の作法だと偽っ
て、従者のアンブロジオを花嫁役に仕立て、わざと滑稽な求愛の作法を教える。上機嫌
のピントはお礼に皆に食事をおごるが、満腹で酔っ払ったピントは寝込んでしまう。その
隙にガストンは、ピントの父がパンタレオーネに宛てた紹介状を上着から抜き取る。この
手紙を持って一足早くマドリードに到着して、ピントになりすまそうという計画だった。
第二幕
　マドリードのドン・パンタレオーネの屋敷。召使や使用人とともに、娘のクラリッサや女
中のラウラも集まっている。主人のパンタレオーネは、今日にも到着するピントがクラリッ
サの婿になると伝えるが、ドン・ゴメスという恋人がいるクラリッサは、父親の話に絶望
する。そんなことは気にかけないパンタレオーネは祝宴の準備を命じる。クラリッサはラ
ウラに、恋人のゴメスがご法度の決闘を行ったことで、彼を父親に紹介できないことを嘆
き。また、昔クラリッサの父親がピントの父親フォンセカの世話になり、謝金のカタに結婚
を約束した事情が語られる。ラウラは「最も純粋な幸福は、誠実な愛」と励ます。クラ
リッサは「どんな運命であっても愛する人を手放さない」と長大なアリアを歌う。ここ
で、ラウラに連れられてドン・ゴメスが現れる。恋人同士の二人は、愛を再確認し「愛・
希望・信頼をもって美しい日々を見つめよう」と美しい二重唱を歌う。そこに「お父様
が来るわ、早く！」と叫びながら、ラウラがあわてて駆け込んでの三重唱となる。
第三幕 
ドン・パンタレオーネの屋敷の大広間。ラウラは召使たちと結婚式の飾り付けに忙しい。そ
こにピントになりすましたガストンが、アンブロジオを従えてやって来る。ここで、ラウラを
口説くアンブロジオ、男の甘い言葉には気をつけてとガストン、軽くいなすラウラの３人に
よる「カノン」が歌われる。続いてアンブロジオが「ふられた時の保険に、複数の恋人がい
た方がいい」と独自の女性観を歌う。そこにゴメスが現れる。ゴメスはガストンをピントだ
と思い込み、両者険悪な雰囲気になるが、ゴメスがクラリッサへの純愛を美しいメロ
ディーで告白すると、ガストンはあっさり「それだったらゴメスとクラリッサが結婚したらい
い」と譲る。そして自分はピントになりすましたガストンだと告白し、ピントの父親からの
手紙をゴメスに渡し、今度はゴメスがピントになりすまして、クラリッサとどさくさ紛れに
結婚したらいいと計画を進める。パンタレオーネの召使たちが現れ、ガストンとゴメスを
見比べながら、どちらがクラリッサの婿なのかと戸惑う。続いて、パンタレオーネが着飾っ
たクラリッサを連れて広間に入場する。ゴメスは、例のピントの父親からの手紙をパンタ
レオーネに見せるので、彼はすっかりゴメスをピントと思い込む。結婚の祝宴が始まったと
ころに、はたして本物のピントが現れ大騒動となる。ピントはクラリッサに対して、居酒屋
でガストンから教わった滑稽な求愛の作法をぎこちなく披露し、一同は大嘲笑。誰も場
違いなピントを本物の婿だとは信じない。するとピントはガストンを見つけて、ガストン
がこの悪芝居の張本人だと怒るが、逆にガストンから決闘を迫られ、皆から袋叩きにあ
い、逃げ出す。騒動がひと段落したところで、ガストンはパンタレオーネに、逃げた彼が本
物のピントだと明かし、ガストンとゴメスは自分の名を名乗る。パンタレオーネは呆れ果て
て怒るが、ガストンの機転と説得、そしてなによりクラリッサの幸せそうな様子に心を動
かされ、ついにゴメスとの結婚を認める。こうして物語は愉快な大団円で幕となる。

歌劇『三人のピント』は、C.M.v.ウェーバー（1786-1826）が未完のまま遺したオペラを、若き日の
G.マーラー（1860-1911）が補筆・完成させた作品です。初演は1888年、ウェーバーの没後すで
に60年以上が経過していました。補筆作業に関しては、ウェーバーによる7曲分のスケッチが存在
し、残りの13曲は、彼の他の遺稿を含む作品群から主題を探し出し、それに基づいてマーラーが新
たに作曲しました。なお『三人のピント』のスコアには、コミック・オペラ（喜歌劇）と書かれています。
しかし『こうもり』に代表されるオペレッタ（喜歌劇）は19世紀中頃に登場した形式ということで、
ウェーバーの時代とは異なるため、『三人のピント』はドイツでは「オペラ」に分類されます。『魔笛』
や『魔弾の射手』と同列の、喜劇的なジングシュピール（セリフを伴う音楽劇）とご理解ください。

第1幕　◆第1番 （男声合唱、ガストン、アンブロジオ）
舞台はスペイン、ペニャランダ村の居酒屋。序曲はなく、マーラーの作曲による短い序奏に続いて、
居酒屋での卒業パーティーを描いた活気ある男声合唱で幕を開けます。この「乾杯の歌」は、ウェー
バーが1812年にベルリンの男声合唱団のために作曲した『試合の饗宴』Op.68に基づきます。
◆第2番　ロンド・ア・ラ・ポラッカ （ガストン）
ガストンが、自らの軽妙な女性観を陽気に歌い上げる、3拍子の優雅なポーランド風ロンドです。
1809年にウェーバーが弟のフリドリンのために、ハイドンのテーマに基づき作曲しました。
◆第3番　小三重唱 （ガストン、アンブロジオ、居酒屋の主人）
ドイツ民謡に基づいてウェーバーが1818年に作曲した『ああ、なんと輝いていることか、月があ
んなに明るく』op. 64/7で、マーラーがピントの歌詞を載せました。
◆第4番　恋に落ちた雄猫マンソールのロマンス（イネス）
戯曲『グラナダの夜の野営地』のために、ウェーバーが1818年に作曲した歌曲で、オリジナルは
ギター伴奏です。猫の鳴き声を模した表情記号や対旋律にはマーラーの個性が現れています。
◆第5番　二人のセギディーリャ（ガストン、イネス）
ウェーバーのスケッチに基づいています。スペイン南部の舞曲「セギディーリャ」を模したこの
デュエットは、スペインが舞台である本作の地域色を表現しています。
◆第6番　三重唱 （ガストン、アンブロジオ、ピント）
ついに主人公ピントが登場。ガストンが田舎貴族のピントに「貴族のマナー」を教える、このオペラ
の中核ともいえる場面です。冒頭の旋律と三重唱はウェーバーのスケッチによりますが、展開部以降
はマーラーの創意が際立ちます。ここでは大胆な和声進行や不協和音が用いられ、さらにマーラー
は、なんとモーツァルト『魔笛』の「パミーナのアリア」の旋律を、ほぼ原形のまま引用します。プログラ
ムの表紙に楽譜を掲載しました。深い悲しみを歌うパミーナの旋律を、滑稽な変装シーンで用いる
この発想は、マーラーの哲学的精神の表れであり、「悲劇と喜劇の裏表性」というニーチェ的思想を
28歳の青年が体現した場面として、極めて示唆的です。これはこの作品の世界初の学説です！
◆第7番　フィナーレ
イネスと民衆の合唱が加わり、上機嫌のピントが酔いつぶれる中、ガストンがピントの胸から紹
介状を抜き取る場面。ピントだけが取り残され、他の登場人物全員が一体となるという、オペラ
全体の構図が象徴的に示されます。音楽的には大部分がウェーバーによるものですが、途中で
マーラーの交響曲第1番の旋律が顔を出し、レチタティーヴォも彼の手によるものと考えられます。

◆第２幕への前奏曲～今宵限りの追川バージョンをお楽しみください。

◆第２幕　第８番　導入とアンサンブル （パンタレオーネ、クラリッサ、ラウラ、使用人たち）
ウェーバーらしい明るく快活な合唱に続いて、館の主人パンタレオーネが登場します。彼のテーマ
は強調されたリズムによる音階の下降進行と7度の跳躍が特徴です。後半の合唱もまた、ウェー
バーならではの軽快なスタイルで、『魔弾の射手』第１幕の導入合唱との類似性も指摘されます。



◆第９番　アリエッテ （ラウラ）
クラリッサの侍女のラウラが歌うこの小アリアは、ABAB のシンプルな二部形式です。前半は、
ウェーバーの歌曲『喜びはない』Op.71/1、後半は『ルシンダのアリエッタ』J194 からの転用です。
◆１０番　アリア （クラリッサ）
テーマはウェーバーのものです。伴奏付きレチタティーヴォから続く、ゆったりとしたメロディーと、
後半の優雅な展開は、非常にウェーバー的で、『魔弾の射手』のアガーテを彷彿とさせることに成
功しています。前半の弱音で続く長いフレーズのコントロール、後半の長大な装飾的音形は、歌
手に、高度な音楽性、テクニック、持久力が要求されます。
◆11 番　二重唱 （クラリッサ、ゴメス）
クラリッサの恋人であり、もう一人の “ 偽ピント ” であるドン・ゴメスが加わる愛の二重唱です。
この曲の前半はマーラーの関与がより大きいと考えられます。ウェーバーとマーラーの作風が交錯
しており、「両者の合作」としてのこのオペラの醍醐味を象徴する楽曲と言えるでしょう。
◆12 番　三重唱 （クラリッサ、ラウラ、ゴメス）
ラウラが駆け込んできて、「お父様（パンタレオーネ）が来るわ、早く逃げて！」と二人に告げる緊迫
した場面です。中間部では、ウェーバー特有の華やかな舞曲が挿入されます。

第 3 幕
◆13 番　リートと合唱 （ラウラ、女声アンサンブル）
この曲は、ウェーバーの『祝典カンターター』Op.58 の第 7 番をほぼそのまま転用しています。
◆14 番　二重唱 （ガストン、アンブロジオ）
二人が三度の音程で歌う明るいテーマは、ウェーバーのスケッチから採用されています。中間部
では、カスタネットやクラリネットを模した「di del du del dem」といった、声による即興的・打
楽器的表現が登場します。これは、1920 年代にルイ・アームストロングが初めて用いたジャズ・
スキャットの先駆とも言える、非常にユニークな歴史的用例です。
◆15 番　小三重唱 （ラウラ、ガストン、アンブロジオ）
ウェーバーの『カノン』J35 を転用した三重唱です。喜劇的な結婚式の直前に挿入された異色
のカノンで、マーラーの抑制された感情やブラックユーモアが感じられます。
◆16 番　アリエッテ（アンブロジオ）
アンブロジオは、「恋人は何人いても構わない」といった自身の女性観を、シンプルなリート形式
で三度繰り返します。ウェーバーの歌曲『妻はカポレス』J183 から転用されています。
◆17 番　ロンド・三重唱 （ガストン、ゴメス、アンブロジオ）
この曲は、シンプルな ABAB の二部形式で構成されています。メロディーは、ウェーバーのロマン
ス『優しく素朴な彼女』J292と「ヌルマハルの歌」J308 から転用しています。
◆第 18 番　合唱
マーラーによるオリジナルの導入部に続いて、第 2 幕冒頭の第 8 番と同じ旋律が再登場します。
◆第 19 番　女声合唱
花嫁を祝う女声合唱で、ウェーバーの『今日こそザクセンの子に娶らせよ』J.289 の付随音楽より
転用しています。『魔弾の射手』における、花嫁を祝う合唱に類似した場面です。
◆第 20 番　フィナーレ A
フィナーレは全編にわたってマーラーによって作曲されています。第 1 幕第 6 番「レッスンの場面」
の音楽が再登場し、聴衆の笑いを誘います。ピントはガストンを見つけて怒りを露わにしますが、
ガストンが剣を抜くと、あっさり戦意を喪失し退散します。終結部の急速なソリストと合唱の
掛合いは、ベートーヴェンの『フィデリオ』のフィナーレを彷彿とさせます。
◆第 21 番　フィナーレ B
ピントが退場した後、ガストンとゴメスが自らの策略を明かし、パンタローネは正
式にゴメスとクラリッサの結婚を許可します。物語はここで大団円を迎えます。

※詳細な楽曲解説はこちらです。日本橋オペラの公式ホームページからも閲覧できます。

日本橋オペラ2025
「日本初演のオペラ」シリーズ 6
歌劇「３人のピント」全3幕
（日本・アジア初演）

作曲／カール・マリア・フォン・ウェーバー（未完）
補筆・完成／グスタフ・マーラー

世界初演／1888年1月20日 ライプツィヒ
原作／カール・ザイデル「花嫁戦争」

台本／テオドール・ヘル
ドイツ語歌唱、日本語セリフ、字幕付、ピアノ伴奏版

2025年11月14日（金）17:30開演
日本橋劇場（日本橋公会堂4F)

 演出・公演監督 福田祥子
 指揮 佐々木 修
 ピアノ 追川礼章

《ソリスト》
 後藤春馬 バス ドン・ピント役 （田舎者の貴族）
 金山京介 テノール ドン・ガストン役 （サラマンカ大学を卒業したての貴族）
 寺田功治 バリトン アンブロジオ役 （ガストンの従者）
 村上敏明 テノール ドン・ゴメス役 （マドリードの貴族でクラリッサの恋人）
 ジョン・ハオ バス ドン・パンタレオーネ役 （マドリードの貴族）
 福田祥子 ソプラノ クラリッサ役（パンタレオーネの娘でゴメスの恋人） 
 山畑晴子 ソプラノ ラウラ役（クラリッサの侍女）
 星田裕治 バス  居酒屋の主人役 & アンサンブル
 石井揚子 ソプラノ イネス役（居酒屋の看板娘）

《アンサンブル》
 沼田真由子 ソプラノ 髙橋香織 ソプラノ 室越海希 ソプラノ
 永池 星 ソプラノ   森澤かおり ソプラノ 渡辺愛理 ソプラノ
 源本かのん メゾ・ソプラノ 梅野杏珠 メゾ・ソプラノ 窪 瑶子 メゾ・ソプラノ
 中野智貴 テノール 種子島史時 テノール 澤村楽人 テノール 
 駒田敦嗣 バリトン 髙田泰史 バス・バリトン 川ノ上 聡 バス 

　《スタッフ》
舞台監督／菅野 将

衣裳／てっしー　　ヘアメイク／リュクエミール
稽古ピアノ／鈴木架哉子 , 松岡なぎさ , 渕脇文花

全席指定席／S席：10,000円,  A席：7,000円

医療法人
小池医院
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